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 ８月２３日東区社保協の総会が開催され加入団体の代表など、１７人

が参加し、06年度の方針、予算案・決算、役員体制を確認しました。 

  

－負担増の実態と運動がリアルに報告されました― 
 新婦人は昨年から始めた「無料生活なんでも相談会」に税金・国保・

介護などの多くの相談が寄せられていること、新婦人新聞にその紹介記

事が載って全道からも問い合わせが来ていることが報告されました。   

 民商は業者には無保険の人も多く倒れるまで働く人もいること、国保

に加入して136万円もの保険料請求のあった人を、減免申請で１２０万

円を減額させ、その方が減額できたことと同時に、相談できる所があっ

たことに大変喜んでいた例を紹介しました。 

 守る会は高齢者だけでなく労働者の生活相談が多くなっており、仕事

をやめるとたちまち生活苦になる実態、老人クラブの会長さんが「会員

のみんなが負担が増えて大変だとさかんに言っているので、どういうこ

となのか教えてほしい」と国保110番に来たこと等が報告されました。 

 勤医協友の会の代表からは、収入の20%が税金・公的保険料の支払い

になっている、社保協として相談窓口を広げる努力をしよう、と発言が

ありました。 

新規加入団体も増える 
 

 今総会では、東区社保協に北

部民商と共産党東地区委員会が

新規加入しました。 

役員体制（敬称略） 

代表：佐々木 豊(中央病院)、渡

辺路絵(新婦人)、高田謹一(守る

会)、阿部雅樹(地区労連） 

事務局長：柏樹 力(中央病院) 
<柏樹さん談>放射線技師として病

気の診断を主にしていますが、地域

の社会的な病気の診断と克服にがん

ばりたいと思います。 

お知らせ 

 中央社保学校 9月7・8・9日 函館湯の川温泉 の参加申し込みは本日が締め切りです。所定の用

紙で、受付を担当している旅システムへお申し込み下さい。(札幌社保協ホームページにもあります） 

 また、札幌の参加者のために札幌から会場への往復バスが出ますので、ご利用下さい。 

 9/7  8:00JR札幌駅北口→8:15勤医協中央病院前→高速道→13:30湯の川温泉会場着 

 9/9 13:30会場発→高速道→18:15中央病院着→18:30JR札幌駅北口着 

 バス代－団体から支給される人5,000円(片道のみ3,000円)、支給のない人 無料 

 「札幌敬老パスを守る連絡会」は、敬老

パス(カード)の改善について、札幌市保健

福祉部との懇談会を行います。 

 

日時：8月25日 午前10:30～ 

   集合 10:15までに市役所1階ロビー 

会場：市役所5階南西会議室 
 05年度の敬老カード実績はどうなのか、

上限の見直しについてはどうなのか、等を

話し合います。 


